
「２１世紀に雄飛する佐賀大学へ」
－同窓会友のサポートを期待－

佐賀大学同窓会 理事長 光岡 正登

文化教育学部の宮尾正隆氏から輪番により引継ぎ、その大任に大いにとまどいと緊張を体感してお

ります。

ともあれ付与された２年間、会長のアシストを滞りなく勤め、結果、我が同窓会ならびに母校の充

実、発展に繋れば至上の悦びとすべく、どうぞ会友のみなさんの心からなる叱咤とご協力をお願い致

します。

私は佐賀市の鄙、川上郷に生れ、小・中・高校は言わずもがな地元、学力、家計力から、大学は迷

うことなく、自宅通学可の佐賀大学を選びました。私と佐賀大学との長い関りの起点がここにありま

す。

１９５９年に卒業。神武、岩戸景気を経て「もはや戦後ではない」と人心はまたぞろ、自信が慢心へ零

れおちる兆しを憂えて、時の東大大川内学長が卒業生を「太った豚になるより、痩せたソクラテスに

なれ」と警鐘を籠めた祝辞で送り出すご時勢。我が佐賀大学の今中学長は「世はいまだ駅弁大学と蔑

称するが、諸君は最高の学府で心身を研き究めた貴重な人財です。明日からは人倫に則って、大衆の

先頭に立って善導するリーダーになって下さい」と訓辞されました。強烈なインプレッション。

爾来５０年、いまだにこの学長送別の辞は脳裡を離れることなく、以後４０年の企業人、それに続く現

ボランティア活動を通じて、私のすべての思考、言動の中に活きて来ました。

私は地元企業に職を得たことで、母校佐大との関りがより深くなって行き、またこの事が当然のよ

うに同窓会活動にも繋り、今日に至っております。なかんづく企業の人事担当部署に在籍するように

なってからは、母校卒業生の採用活動で、その関係は濃密になって行き、またその分同窓会活動も外

野席からの応援ではすまされない立場に嵌って行くことになりました。

大学は、医大との統合、独立法人への脱皮等、大きなチェンジを経験し、これをクリヤーして行っ

ております。しかし今だ２１世紀に生き抜くための確たる大道は見究めきってはおりません。その分我

ら同窓会としても、今まで以上に母校のサポーターとして、アドバイザーとしての勤めが求められる

ものと思量いたします。どうかみなさん、貴重なご意見、ご助言、ご希望を頂き、大学や同窓会に対

するホットなご支援を賜りますようお願いいたします。

佐賀大学同窓会報 第11号

発行日 2009年7月1日

発 行 佐 賀 大 学 同 窓 会
佐賀市本庄町１ 佐賀大学内
TEL 0952-23-1253
FAX 0952-25-5700
E-mail dosokai@ai.is.saga-u.ac.jp
ホームページ http://dousou.ext.saga-u.ac.jp/

編 集
代表者 宮 原 義 幸

01



平成２１年度春期定例役員会

事事業業計計画画とと予予算算をを決決定定

�．平成２０年度事業報告 �．平成２１年度事業計画

�．２０年度決算および２１年度予算（概要）
〔単位：千円〕

科 目 ２０予算 ２０決算 ２１予算

収入の部

前年度繰越金 ２，９７８ ２，９７８ ８，５９８

収納金 １７，２９２ １７，８７３ １７，２００

雑収入 ５ １１ １０

合計 ２０，２７５ ２０，８６２ ２５，８０８

支出の部

運営費 ５，６００ ４，１３０ ４，７００

業務・活動費 １１，５３０ ７，９７２ １３，０３０

予備費 ３，１４５ １６２ ８，０７８

繰越金 ８，５９８

合計 ２０，２７５ ２０，８６２ ２５，８０８

平成２１年度春期定例役員会を４月１５日�、同窓会
館「菱の実会館」で開き、平成２０年度事業報告・決
算報告と平成２１年度事業計画・予算案を承認しまし
た。
意見として、会員にメリット感のある事業や、会

員以外の人も対象にした事業展開などが出されまし
た。
また、理事長として、楠葉同窓会副会長の光岡正

登氏（３０入・文理 経済）が、２１、２２年度の２年間
担当することになりました。

１．会報発行事業
『楠の葉』９、１０号を発行しました。また、佐
賀大学広報『かちがらす』１２、１３、１４号を会員の
皆さんに発送しました。

２．事業活動
１）支部総会等への参加
１０支部で総会等が開催され、そのすべてに、
久間会長はじめ各学部同窓会から出席しました。

２）佐賀大学との意見交換会
大学から長谷川学長はじめ１０名、同窓会から
久間会長はじめ１１名が出席しました。

３）単位提供講座への支援
３年生を対象とした「キャリアデザイン（自

己発見講座）」に、全国から同窓生１０名が講師
として活躍しました。

４）就職支援
就職内定者３０名と意見交換し、今後の就職支
援活動のための情報収集を行いました。

５）第１６回佐賀県青春寮歌祭への参加
同窓生２０名が参加のほか、佐賀大学混声合唱

団も応援参加しました。
６）開学祭支援事業
医学部の開学祭および本庄キャンパス開学祭
に、資金援助をおこないました。
７）懇話会〔クリエイティブ２１〕
第２６回～２８回例会を開催しました。

８）佐賀大学同窓会横断幕・旗の作成
横断幕３枚、旗８枚を作成しました。各支部
同窓会等に貸し出します。
９）佐賀大学校友会への寄付
１千万円を寄付しました。詳細は３ページの
関連記事をご参照ください。

平成２０年度事業の継続のほか、新たに「佐賀大学
校友会の支援」を追加しました。

役 職 担 当 氏 名 卒業年学科 役 職 担 当 氏 名 卒業年学科 役 職 担 当 氏 名 卒業年学科

会 長 久間 善郎 文理・３７法 理 事 広 報 池上 康之 理工・６１生機 理 事 庶 務 土肥佐和子 医学・Ｈ９看

副会長 宮島 豊秀 教育・３５小 〃 広 報 磯野 健一 理工・６２工化 〃 庶 務 穂屋下 茂 理工・４９機

梅崎 正道 文理・３７経 〃 広 報 有馬 進 農学・５２農 〃 庶 務 白武 義治 農学・５１農

〃 江村 正 医学・６２医 〃 広 報 吉賀 豊司 農学・Ｈ２園 〃 情 報 今野 厚子 教育・５１中

〃 田中 正和 理工・４８化 〃 資 料 江口 信義 教育・３６中 〃 情 報 加藤 明 医学・６３医

〃 松尾 正紀 農学・４３農 〃 資 料 百武 英明 文理・４１経 〃 情 報 渡邉 健次 理工・６２物

理事長 光岡 正登 文理・３４経 〃 資 料 古島 知恵 医学・Ｈ１１看 〃 情 報 寺山 康教 理工・Ｈ１機

副理事長 宮尾 正隆 教育・３６美 〃 資 料 深井 澄夫 理工・５３電子 〃 情 報 田中 宗浩 農学・Ｈ４生

〃 佐藤 武 医学・５９医 〃 資 料 溝口 善紀 農学・５３農 〃 懇話会 小池 政雄 文理・３４英

〃 椿 忠彦 理工・５３物 〃 会 計 成冨 宏 教育・３８美 〃 事務局長 副島昭十朗 文理・３３法

〃 光富 勝 農学・５１農 〃 会 計 石丸 新 文理・４４法 監 事 青柳 博臣 教育・３１中

理 事 広 報 永吉 一子 教育・３３小 〃 会 計 野出 孝一 医学・６３医 〃 青山 祐二 文理・４２経

〃 広 報 前村 晃 教育・４５美 〃 会 計 中島 道夫 理工・４７化 〃 石川 倫子 医学・Ｈ１０看

〃 広 報 宮原 義幸 文理・４２法 〃 会 計 山口 郁雄 農学・５２農 〃 太田 里美 理工・４８数

〃 広 報 江口 邦子 経済・５２経 〃 庶 務 三原 信一 教育・４２中 〃 北川 行俊 農学・３７農

〃 広 報 枝國源一郎 医学・Ｈ３医 〃 庶 務 長 安六 文理・４４経 顧 問 関本 優 文理・３１経

平成２１年度 佐賀大学同窓会役員名簿
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佐佐賀賀大大学学校校友友会会をを支支援援
佐賀大学校友会が平成２０年度に設立され、同窓会
はその構成員として活動を支援することになりまし
た。同会の役員として、同窓会から副会長１名、理
事１名、監事１名、幹事５名が就任しました。
校友会の目的は、「佐賀大学の使命達成を支援す
るとともに、在学生、卒業生などすべての関係者と
大学との連携のもと、国際的、地域的に貢献する佐
賀大学コミュニティの形成を図ることです。また、
そのための財政基盤を強化することです。」となっ
ています。
同窓会は、校友会の正会員となりその結果として、

同窓会会員は校友会の会員となり、校友会活動を支
援していくことになります。
会費は、正会員である佐賀大学同窓会が、毎年度、

一定額を校友会に納入します。なお、２０年度は、佐
賀大学同窓会特別会計から１千万円を寄付すること
を１０月の役員会（最高決議機関）で決定し、交付し
ました。

恒例となった佐賀大学と佐賀大学同窓会との意見交換会が、４月２４日、ホテルニューオー
タニ佐賀で開催された。
大学側からは長谷川学長はじめ理事、監事及び学部長ら１１名、同窓会側からは久間会長
はじめ副会長、理事長及び理事ら１２名が出席した。
はじめに、久間会長が平成２０年度の同窓会の活動状況について報告し、「昨年１２月に、

佐賀大学同窓会が佐賀大学校友会の正会員となったことを受けて、１，０００万円を寄付した。
校友会の目的は、同窓会の目的である『佐賀大学の発展に寄与する』に合致するものであ
り、今後協力していきたい。また、同窓会が大学と連携して開講しているキャリアデザイ
ン講座も学生に好評だと聞き喜んでいる。学生の就職対策など、引き続き協力していきた
い。」と挨拶した。
続いて、長谷川学長から、校友会、キャリアデザイン講座への協力についてお礼が述べ
られた。また、大学の現状について、第一期中期目標期間の評価結果が示されたこと、第
二期の中期目標・中期計画を作成していることなどの説明があった。
出席者の紹介のあと、自由な意見交換が行われた。
各学部長から、学部の取組等について報告があり、理工学部長及び農学部長からは、大
学院（工学系研究科、農学研究科）の改組計画が進んでいるとの報告があった。また、農
学部では、農学部同窓会と連携して研究成果発表会を開催しており、今年は６月１３日に開
催する予定であるとの報告があった。
各理事からは、芸術、スポーツの場での学生の活躍、佐賀県における産学官包括連携協
定の締結（平成２０年１０月）等について報告があった。
同窓会からは、
・校友会の活動計画を早く示していただきたい。
・経済学部が公開講座として実施する簿記講座受講者の簿記検定合格率をあげていただき
たい。
・理工学部の学生の留年率が高いようだ。４年間で卒業できるような方策を考えていただ
きたい。

・プレス発表の方法について検討をお願いしたい。
・就職した学生の追跡調査はできているのか、特に、
卒業後、３年以内に転職した学生の動向はつかめて
いるのか。
などの質問が出された。
校友会の活動計画について、学長から、各学部の後
援会総会の時期にあわせて、保護者の方々に大学の活
動や施設等を知っていただく行事を実施したいと考え
ているので、協力をお願いしたいとの発言があった。
最後に、今後もこういう情報交換の機会を続けてい
きたいとの光岡副理事長（現理事長）の挨拶があり、
２時間にわたる意見交換会を終了した。

同窓会横断幕、旗を
作成しました。

佐
賀
大
学
と
佐
賀
大
学
同
窓
会
と
の
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支部で活用を

意意見見交交換換会会のの様様子子

佐賀大学同窓会報 2009．7．1 第１１号

03



旧筑紫野寮生「想い出コンパ」
佐大紛争世代、５５名が集う

旧筑紫野寮の同窓会が、５月１５日夜、佐賀市のグ

ランデはがくれで開催されました。

この同窓会は、１９６０年代後半、佐大紛争に関わっ

た、６３～６７年度入学生の催しでしたが、５５名の多数

が集い、大半が約４０年ぶりの再会をしました。話題

は、懐かしい寮生活、厳しかった大学紛争の体験な

どで盛り上がりました。

佐大紛争は電気・水道料金に端を発し、６７年、学

生５人が停学や訓告を受けたことで火の手が上がり、

学生は門にバリケードを築いて大学を封鎖し、大講

堂撤去に反対して籠城で抗戦し、１１６日間に及ぶス

トライキを続行しました。６８年春には、学生側は入

学試験実力阻止を唱え、佐大にはヘルメット、ゲバ

棒で武装した他大学の応援部隊が終結し、色とりど

りの旗を翻し、ジグザグデモを繰り返し、さながら

戦争前夜を思わせる状況となりました。佐大紛争で

は、２２人が退学、１９人が停学処分を受けましたが、

総数１９００名の小規模大学にしては異常な数です。佐

大紛争は、東大や他の国立大学紛争に先んじたもの

でした。

同窓会の様子は佐賀新聞でも大きく取り上げられ

ましたが、世話人の島内靖夫さんはベトナム反戦や

文化大革命などに触発され、夜通し議論したことを

語り、原素子さんは、みんな連帯感や問題意識を持っ

ていたことを語っています。また、無期停学の処分

を受け、志望していた教師の道とは異なる人生を歩

んだ男性は「学生時代の体験は生きる糧。後悔など

ない」と語っていますが、これは軽い言葉ではなく、

おそらく、損得を抜きに紛争から「逃げなかった」

自分に対して後悔はしていないということでしょう。

処分された学生の中には、後に弁護士、国会議員、

大学の学部長になった人々もありますが、紛争の後

遺症に苦しみ、思うに任せぬ人生を歩んだ人も少な

くないようです。

当時の学生運動に、行き過ぎた面があったことは

否定しようもありませんが、紛争に参加した学生た

ちは、だれもが佐大を愛し、社会の形成者としての

誇りを持っていたことも事実です。

同窓会の後半では、巻頭言を叫び、寮歌をうたい、

踊り、最後に「楠の葉」を高らかに合唱し、３年後

に再会することを誓って散会しました。

（文責・昭４１・前村晃）

有 朋 会（教育・文化教育）
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１．平成２０年度事業報告

２．平成２１年度事業計画

平成２１年度総会・懇親会

将来像で研究会を立ち上げ
平成２１年度楠葉同窓会総会・懇親会を５月９日�、

佐賀市の「グランデはがくれ」で開き、平成２０年度

事業報告・決算報告と平成２１年度事業計画・予算案

を承認しました。新年度事業計画での新たな企画と

して、楠葉同窓会の将来像について研究会を立ち上

げます。

役員改選では、会長に梅崎正道氏（３３入・文理

経済）を再選しました。副会長には光岡正登氏（３０

入・文理 経済）、小池政雄氏（３０入・文理 英文）

が留任のほか、新たに百武英明氏（３７入・文理 経

済）が指名されました。

� 会報発行事業

８８、８９号を発行しました。

� 組織強化事業

８支部で総会開催。楠葉同窓会本部から全ての

支部総会に出席しました。

� 就職援助活動

大学主催の企業研究会への講師派遣、在学生に

対し同窓会名簿の配布や企業別・同窓生に関する

情報提供を行いました。

� 『同窓会員名簿』発行事業
２００８年版『同窓会員名簿』の頒布。

� 会費納入会員の拡大

� 佐賀大学に関する他の同窓会、大学との連携促

進

平成２０年度事業の継続を基本としますが、新たに

楠葉同窓会の将来像について研究するために、「計

画委員会（仮称）」を立ち上げます。

懇懇親親会会にに１１００２２人人がが参参加加

今年度は同窓生の大津数也さん（４５入 経済 経

済）のクラリネット演奏をはじめ、恒例のビンゴゲー

ムなどで楽しみながら、会員相互の交流を深めまし

た。

来賓として大学から副学長 田代洋丞氏、経済学

部学部長 富田義典氏など、また、他学部同窓会会

長の皆さんにご臨席いただきました。同窓生は９３名

の参加でした。

懇親会の実行委員会（委員長 江口達也氏）は、

昭和５６年入学を中心に１３名の皆さんにご苦労いただ

きました。ありがとうございました。

（徳永進 ４５入・経済）

楠葉同窓会（文理・経済）

大津さん、プロ級の演奏に大喝采

恒例の踊りで、会場は最高潮に
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真真説説医医療療問問題題
隅 健次（医学部１０期生）

３年間、自分は民間移譲で揺れた某公立病院に勤務し
ていました。安泰と考えられていた公立病院が音をたて
て崩れていくのを目のあたりにし、じかに医療崩壊を感
じる機会に恵まれました。自分の経験はわずかであり
偏ったものかもしれませんが、医療崩壊について現場の
声をお伝えすることが医療問題の理解の一助となれば幸
いです。
１．公立病院問題の本当のところ
公立病院が傾いた最大の原因は、経営不振です。「人

件費が高すぎる」ことが特に問題とされています。民間
病院に比べて人件費が高いのは紛れもない事実ですがそ
の他にもさまざまな原因が存在します。
経営母体が行政であることも問題です。経営母体であ

る行政が医療について無知なため、適切な運営ができま
せん。例えば、事務長は役所から出向しますが医療につ
いては素人である場合が多いのです。議会で審議しなけ
れば病院の重要事項も決められないため迅速な意思決定
も困難です。

公立病院は生ま
れついての赤字体
質です。公共事業
である公立病院の
建築費用は割高で
す。民間では２０億
で病院が立つとこ
ろが５０億かかるこ
ともザラです。割
高な建築費用は借
金として病院経営
を圧迫します。病
院に納入される物
品も割高です。例
えば重油やガスの
値段は民間企業の
２倍の値段で御購
入などです。原則
的に地元業者が優
先です。他所のよ
り安価な業者を使
えば、議員の先生
から恫喝めいたお

電話が入ることもあります。
病院職員・住民の甘えもあります。医師も含めた病院

職員に「親方日の丸」的な危機感のなさ、甘えがあった
ことは否めません。民間より高給でかつサボっていたの
では病院は傾きます。「俺らの税金でお前らは喰っとる
んだから何時でもすぐ診ろ」と、コンビニエンスストア
を利用するより気軽に夜中に受診される方もいます。軽
症者にもかかわらず救急車をタクシーがわりに利用する
方もいます。とある統計では救急車利用者の半分は軽症
者だそうです。
みんなで寄ってたかって病院を崩壊させたのです。

２．医師不足
２００４年に新臨床研修制度が始まり、研修医は卒後２年
間、各診療科を廻り各科の状況を十分把握して入局（自
分の属する科の選択）するため、仕事のキツイ科、人の
死ぬ癌診療のある科、訴訟リスクの高い科が敬遠されが
ちです。また都会志向もみられます。
消化器外科は自己の診療技術によるところが大きくや

りがいがあり、難病に立ち向かうことが達成感ともなり
ますが、診療科別の比較では、消化器外科の減少が著明
（特に２９歳以下の若い外科医は１０年前の約１／３）です
（図１．表１．）。
近年は民間病院を研修先に選ぶ人も多く、大学病院の

医師数が減少した結果、大学病院からの地域の国公立病
院や離島などへの医師の派遣が困難となり、それらの施
設からの医師の引き上げにもつながっています。
「医師不足」は、各科間、地域の公立病院や離島など
への派遣業務を担ってきた大学病院と民間病院の間、地
方と都会の間での医師の不適当な分布が引き起こした現
象といえます。
３．医療問題への提言
医療問題の大部分は、実は、それぞれの登場人物が、

自分の利益を中心に考え行動した結果生じた問題とも言
えます。
今最優先すべきは、「足るを知る」ことと思います。『吾

唯知足』という釈迦の言葉が元ですが、「欲望のままに
要求し続けるのではなく、現状に満足することで心の平
安が得られるというもの」です。自分の利益や欲するも
のを求めても、求めても決して満足感は得られないので
はないでしょうか。
医療の場では、医師は、不景気にもかかわらず他業種

と比べて経済的にも恵まれていることを自覚
するべきです。患者さん側も現状でも世界的
には十分恵まれた医療環境であること満足す
ることが大切です。
「お陰さまで」の精神も大切でしょう。「自
分が気づいていないところでもお世話になっ
ているかもしれないと考え、何事にも感謝す
る心境」でしょうか。
「足るを知り」、お互いを非難し要求し合う
のではなく、互いに感謝し思いやることで信
頼関係が醸成され「いい医療」が実現するで
しょう。医師にとっては感謝（評価）される
ことが喜びとなり、やりがいとなり、医療問
題の解決につながると信じます。

表１．主たる診療科別の医療施設従事医師数（２９歳以下） （単位：人）

１９９６年 １９９８年 ２０００年 ２００２年 ２００４年 ２００６年
２９歳以下の総医師数 ２７３００ ２６８７４ ２５６９３ ２６２０６ ２５９６０ ２５９９６
一般外科（消化器外科） ３２２９ ２９３９ ２６９２ ２４８６ ２１８４ １１６４
整形外科 １９８１ １９３５ １８４９ １７８７ １３５０ ８７１
形成外科 ２２２ ２５３ ３０１ ３４５ ３０３ ２４５
脳神経外科 ８５４ ７９０ ７０６ ７４１ ５４０ ３１３
呼吸器外科 ７５ ８２ １０６ １０４ １０４ ６６
心臓血管外科 ２５６ ２９０ ２９１ ３０３ ２８２ １７９
小児外科 ９３ ６６ ７４ ９２ ８４ ４０
産婦人科 １０５７ １０６７ ９７１ １１００ ８０８ ５２１

※日経メディカル２００９年４月号より改編引用

図１．主たる診療科別の医師数の変化

表２と図３の※：外科、脳神経外科、心臓血管外科、
呼吸器外科、小児外科の合計
※日経メディカル２００９年４月号より改編引用

佐賀医科大学・佐賀大学医学部同窓会
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機械システム工学科（機械工学科、生産機械工学科）
卒業生の皆様いかがお過ごしでしょうか？前回、２００５年
に学科からのメッセージを送らせて頂いてから、早４年
の歳月が経ちました。その間、教員の入れ替わりもあり、
瀬戸先生、西田先生、中野先生、金子先生が定年退職さ
れ、渡辺先生は他大学に転出、また穂屋下先生は本学高
等教育開発センターの方へ移られました。替わって将来
有望な若手の先生が着任され、これからのご活躍が楽し
みです。
また、建物に関しても、学科の教員室や研究室が入っ

た理工学部１号館南棟、中棟および２号館の改修工事が
終わり、新築か？と思わせるような立派な建物に変わり
ました。最近大学から足が遠ざかっておられる卒業生の
皆様には、九州へお越しの際には是非とも佐賀の地まで
足を伸ばして頂き、大学へお立ち寄り頂ければと思います。
さて、昨年はサブプライムローン問題に端を発して

「１００年に一度の危機」といわれる激しい波が押し寄せ
てきました。そして、いまなお世界中の社会経済に大き
な陰を落としています。もしも、本当に１００年に一度の
危機であるならば、いまこの世の中にいるほとんどの人
が初めての経験をしていることになり、前代未聞の対策
を講じなければ、現状を打破するのは難しいでしょう。
しかしながら、楽観視しているわけではありませんが、
とても大変な状況ではあることは認識しながらも、日本
経済に関しては多くの企業の頑張りによって遠からず復
活するだろうと期待させる光を感じています。そして、

その日本の経
済を支えてい
く大きな柱の
ひとつは、や
はり「ものづ
くり」である
と私自身は強
く思っていま
す。そこで、
機械システム
工学科に課せ
られる学生教
育の責任は重大だといえましょう。ここ数十年来続いて
いる大学生の学力低下を嘆く議論について、若者の教養
が失われていることは別の問題として、本来、人間の基
本的な能力が、そんなにコロコロと変わるはずはありま
せん。つまり、学力低下の問題は、まず若者たちの生き
る姿勢、学ぶ姿勢、さらに社会とのつながりの変化、く
わえて「ゆとり教育」あるいは「少子化問題」など、以
前に比べて学校教育の場において競争力が低下している、
といった教育環境の変化にあると考えます。しかし、こ
れらを一朝一夕に改善することは難しく、少し時間をか
けて解決していくことになるでしょう。そこで、いま我々
教員ができることは、学生が望む教育をできるだけ提供
するということは当然のことであるとして、変化の激し
い社会へ送り出すに耐えうる教育を行なうことだと考え
ます。前回お知らせしたとおり、機械システム工学科で
は２００５年１１月に日本技術者教育認定機構（JABEE）から審
査を受け、日本技術者教育認定基準（認定分野：機械お
よび機械関連分野）に適合していることが認められまし
た。これに伴い、社会的ニーズに即した質の高い教育を
実施していることが第三者機関によって保証されたとい
えます。これから先も、少しでも優秀な卒業生を社会へ
送り出していきたいと思っていますので、卒業生の皆様
方には、今後とも大学の教育・研究について忌憚なきご
意見のほどをお寄せ頂ければと思っている次第です。
最後になりましたが、卒業生の皆様におかれましては、

益々のご活躍とご発展をお祈りいたしております。

来る平成２１年８月２９日（土）に理工学部同窓会総会を開催いたします。

日時：平成２１年８月２９日（土）１５：００～
場所：佐賀大学「菱の実会館」

http://dousou.ext.saga-u.ac.jp/rikou/info.html
出席の際は、氏名、学科名、卒業年度を同窓会事務局までお知らせください。

卒卒業業生生へへののメメッッセセーージジ ９

──機械システム工学科の近況報告（その後）──
機械システム工学科

学科長 服部 信祐

菱 実 会（理工学部同窓会）

理理工工学学部部同同窓窓会会総総会会開開催催ののおお知知ららせせ
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サブ・サハラでの一断想
～タンザニアとザイールの後日譚～

農学部前教授 武田 淳

これまで赤道を挟んだ熱帯アフリカで植生があい
異なるインター・トライバルな現地調査をする機会
を得てきた。紙面の都合上、西アフリカのトーゴを
除き、タンザニアとザイール（現コンゴ民主共和国）
での心に残った追想です。
東大の大学院生だった１９７２年、京大の伊谷純一郎

先生から東アフリカ・タンザニアの現地調査にメン
バーとして参加しないかとの声がかかった。早速
McGraw-Hillから出版されている Teach Yourself
Swahiliというテキストを買い求め、独学だが朝晩
に自習し、後は現地で鍛え上げるつもりでアフリカ
の大地を踏んだ。そして日中はツエツエバエが跋扈
し、夜な夜なハイエナやライオンの遠吠えを聞くと
いう落葉性乾燥疎開林（ウッドランド・サバンナ）
での生活が始まった。１人で調査を切り盛りしなく
てはならないために２、３カ月はスワヒリ語の習得
に集中した。ある日ポーター３人を連れたサファリ
の途中、ゾウの群れに遭遇し、ライフルも荷物も放
り投げて一目散に逃げたことがあった。ゾウ、カバ、
アンティロープやシマウマ撃ちに出かける野生味に
富んだトングウェ族の方々と暮らした１０カ月も、後
ろ髪を引かれる思いで日本への帰国の途につくこと
になる。帰路、ウジジ、キゴマ、ダレサラームそし
てナイロビと日本に近づくにつれ、逆カルチャー・
ショックすら覚えていった。
滞在中はタンガニーカ湖畔にも何度となくキャン

プを張ったこともあり、マラリアの薬を処方通りに
服用し予防に心がけていたが、帰国後３週間近く服
用するのをすっかり忘れていた。ところが、翌７３年
５月初旬に友人たちと大学の近くの飲み屋で宴を
張っている最中に極度の悪寒が始まった。すぐ近く
に座っていた西田利貞先生（京大名誉教授：コモ
ン・チンパンジー研究者）に、「武田君、マラリア
だよ」と、いとも簡単に診断を下された。翌朝、白
金にある東大医科研に行き、マラリアの権威・海老
沢功先生に診てもらったところ即、入院と言われ、
着のみ着のままの入院となった。同室の２人の方は
東南アジアに出張中に罹患し、バイオプシーでマラ
リア原虫が巣くう肝臓の切片を既に採取されていた。
その様子を見て、いかに痛いオペであるかを察した。
診断の結果、超珍しい卵形マラリアと判明し、とて
も喜んでくれたのは海老沢先生だった。お弟子さん
たちは肝臓の切片の入手を望んだが、血液の採取は
応じても、バイオプシーだけはがんとして拒否した。
主治医の海老沢先生がイギリスで買い求めた、当時
日本では入手困難な薬で処方してくれた甲斐もあっ

て、１０日ほどで退院できた。爾来３５年以上もマラリ
アの症状が出ていないことはマラリア原虫が我が体
内で死滅したことになる。後日、日本での第５例目
として症例報告されたと耳にした。
１９７４年琉大に職を得てから、７４～７５年と７７年の２
回、赤道直下の熱帯降雨林に包まれたコンゴ盆地で
進めた調査も忘れられない。５０種の昆虫を食するン
ガンドウ族とは、スワヒリ語よりずっとシンプルな
（less integrated）リンガラ語を介して思う存分に意
思疎通ができ、ここでも心美しい人々と生活を共に
することができた。現在、政治的混乱のために現地
での調査はまず無理とは聞いているが、もしもう一
度、アフリカでの調査の機会があれば、ザイールの
地をまた踏みたいものである。
森の奥には宿がないのが普通で、よくミッション
のゲスト・ハウスに泊めてもらった。ある時、バン
ダカというコンゴ川に面した街にあるカトリック・
ミッションにベルギー人のフルスタット神父を訪ね
たことがある。彼はローマ法王などに謁見する機会
も縁もなく、ひたすら森の中の教会で、しかも３０年
以上の長きにわたって、布教に専念するかたわら、
モンゴ語と彼らの諺をフランス語と現地語の両方で
引ける、枕にできるほど分厚い大著を著す学者でも
あった。購入したその２冊の本には、神父のサイン
をいただいた。
それに引きかえ、人類学者は精々半年とか１０カ月
か長くても２年もすれば、母国に帰れるという安堵
感？があるためか、幾度となく外国の辺鄙な地にも
足を踏み入れても耐えていける。日本には「石の上
にも三年」という諺がある。冷たい石も三年も座り
続ければ、暖かくなるというのが語源のようで、ど
んなに苦しくても我慢すれば、必ず報われるという
意味を含んでいる。フルスタット神父も、奴隷解放
に尽くし、マラリアの合併症のためにザンビアの奥
地で命を落とした１９世紀の大探検家リビングストン
も、長期間アフリカの大地に心身を捧げている。当
時車も冷凍技術もない熱帯でアフリカ人２人の従者
（チュマとスシ）によって彼の亡骸と遺品は、１，６００
キロも離れた奴隷貿易で栄えた海辺の町、タンザニ
アのバガモヨの地まで運ばれた後にイギリスに船で
移送された。彼らの忠実さと献身ぶりは、美談の域
にとどまらない。金銭にも代えがたい世俗を超越し
た、実に素晴らしい人間関係の構築があってこそ存
在する（した）のだろう。宗教の力（信心深さ）が
基底に育まれた世界には、我々凡人が創造できない
常軌の域をはるかに超越するものがあるものである。

農学部同窓会
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支部
だより

鹿児島県支部総会・懇親会

１９９２年に佐賀医大を卒業後、同大学眼科学

教室に１６年間在籍しました。昨年４月からは

更なるステップアップを求めて、佐賀市の美

川眼科医院に勤務しています。

美川眼科の開院は１９４１年です。現在は美川

達治院長、同期生の美川優子先生、後輩で１６

期生の樋田太郎先生と４人体制で診療を行っ

ています。今年の３月には新築移転して、約

４０人のスタッフと共に新たなスタートを切り

ました。

新医院の設立では、４人の医師を中心にコ

ンセプトやアイデアを出し合い、設計・建築を進

めました。診療では新たに電子カルテを導入しま

した。当院の電子カルテの特徴は、眼科に特化し

ており、独自のカスタマイズができる所です。現

在も正確で迅速な診療を目指して、日々進化して

います。電子カルテを含め新医院の設立は大変で

したが、自分たちの考えで作り上げた環境で診療

を行うことは、大きな楽しみがあります。医師の

喜びとは、基本的には患者さんが怪我や病気を克

服して元気になることだと思います。しかし、今

回の新医院設立では、診療以外にも設備や接遇を

含めたホスピタリティーに患者さんが納得し、満

足してもらえる場面もあって、また新たな喜びと

なりました。

様々な年代のスタッフが個々の経験や知識を基

に意見を出し合い、医院の方針を決めていくこと

は、紆余曲折もありますが自分たちの手で理想の

医院を作り続けることができます。それはやりが

いがあり、非常に楽しいものです。

西村 知久（９期生）

平成２１年２月１４日、鹿児島市内のホテル「レクス

トン鹿児島」において、鹿児島県支部の総会及び懇

親会が開催された。

本部から久間佐賀大学同窓会会長をはじめ、４名

の方々のご参加をいただき、県内各地から駆けつけ

た支部会員１５名（うち女性２名）の出席のもと、初

めての参加者もあり、再会を喜び語らい、楽しい集

いとなりました。

恒例により、久間会長から本部を代表して、佐賀

大学や大学同窓会の近況報告をうかがい、出席者一

同法人５年目の母校の活動、母校を取り巻く教育環

境の発展の姿に想いを馳せるとともに、ひとまず安

堵いたしました。

懇親会の席では、出席者それぞれが学生時代の思

い出や、人生の喜怒哀楽を含めた自己紹介と近況の

報告を行い、酒盃を交わしながら歓談し、少人数を

忘れるかのような賑やかな、有意義な懇談会となり

そのまま同会場にて、二次会へと発展、会員による

ハーモニカの独奏などで大いに楽しむことができま

した。

支部長 上 田 耕 平（文理・３９卒）

同窓生の 美川眼科医院11
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平成２０年７月～２１年６月までの動向を掲載します（敬称略）

定年退職（平成２１年）

川 田 修 三 文化教育学部教授
青 井 泰 道 文化教育学部准教授
濱 内 繁 義 経済学部教授
楊 枝 嗣 朗 経済学部教授
福 島 宏 経済学部教授
頴 原 嗣 尚 医学部医学科生体構造機能学講座教授
齊 場 三十四 医学部附属地域医療科学教育研究センター教授
田 端 正 明 理工学部教授
井 上 勝 利 理工学部教授
永 野 正 光 理工学部教授
荒 牧 軍 治 理工学部教授
岩 尾 雄四郎 理工学部教授
信 太 克 規 理工学部教授
中 村 政 俊 理工学部教授
江 守 周 二 理工学部准教授
近 藤 榮 造 農学部教授
甲 本 達 也 農学部教授

内 田 進 農学部教授
松 尾 隆 明 農学部教授
武 田 淳 農学部教授

訃報 謹んでご冥福をお祈りします。

元佐賀医科大学名誉教授 松 浦 啓 一 氏
平成２０年６月２９日
元理工学部名誉教授 桑 野 則 行 氏
平成２０年９月１４日
元教育学部名誉教授 野 田 道 宏 氏
平成２０年１０月１３日

元佐賀医科大学名誉教授 武 市 昌 士 氏
平成２０年１２月２６日

元農学部名誉教授 岩 田 信 義 氏
平成２０年１月２４日
元経済学部名誉教授 花 田 仁 伍 氏
平成２１年５月３日
元農学部名誉教授 田 中 典 幸 氏
平成２１年５月７日

・日時 平成２１年１１月２８日�

１３：００～１７：００

・場所 佐賀市交流センター「エスプラッツホール」３階

Ｈ２１．１．１ 佐大同窓会会報「楠の葉」Ｎｏ．１０発行
１４ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 脇屋

裕一郎氏（農学部）
２１ 単位提供講座キャリアデザイン／総括 反省

会
２．４ 佐賀大学各学部後援会との打合せ会／佐賀大

学「菱の実会館」
９ 佐大同窓会代表役員会
１４ 鹿児島支部総会・懇親会／ホテル レクスト

ン鹿児島

３．６ 佐賀大学校友会へ同窓会から寄附金贈呈
２４ 佐賀大学平成２０年度学位記授与式

４．７ 佐賀大学平成２１年度入学式
８ 佐大同窓会「代表役員会」
１５ 佐大同窓会「春期定例役員会」
２４「佐賀大学と佐大同窓会との意見交換会」／

ニューオータニ佐賀
５．１２ 佐大同窓会会報「楠の葉」Ｎｏ．１１編集会議
１３ 佐大同窓会「代表役員会」

６．１０ 佐大同窓会「代表役員会」
３０ 第２９回「クリエイティブ２１」／佐賀大学文化

教育学部長 上野景三氏

大学及び同窓会の動き

恩・ 師・ 情・ 報・・・・・この一年

会員の参加をお待ちしております。
参加希望の方は、佐賀大学同窓会事務局まで

ご連絡下さい。
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